
 

令和５年度 第１０回 保土ケ谷区 障害者地域自立支援協議会 相談支援部会 議事録 

日 時     令和６年２月２２日（月）15：30～17：00  

開催場所 ほどがや地域活動ホーム ゆめ ２F 食堂 

出 席 者 

（予定） 

光の丘相談室 2 名、てらん広場、ハーモニー、夢２１相談支援事業所、延命法律事務

所・弁護士、いわまワークス、タキオンネクスト、ゆめ計画相談、地域生活支援セン

ター、光風会相談センター、ウィング、わおん、たっちほどがや、区高齢・障害支援

課 3 名、基幹相談 2 名、生活支援センター2 名 

欠 席 者 

恵和相談室、幸陽園相談室、かけはし、相談支援室あおば、かのん相談室、西部地域療

育センター、西部就労支援センター、はる相談支援、よこはま包摂、みらいライフ、オ

レンジよこはま 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 「令和 5 年度 相談部会の活動」を振り返り、次年度の勉強会について検討する 

議  事 

■資料＝ 

資料１＝2月 定例会次第 

資料２＝令和５年度 相談部会ふりかえり資料  

資料３＝令和 6年度計画相談 年間計画（案） 

資料４＝グループワーク用参考資料（勉強会のテーマについて出た、アイデア一覧） 

 

１．事務局より 

１５：３０～１５：５０  今年度の振り返りと次年度に向けて 谷口・部会長 

資料２、資料３ 

 

２．グループワーク 

１５：５０～１６：４０  グループワーク   

（各グループ毎に年度の活動振返り、新年度勉強会の内容検討）※3 グループ 

資料４ 

１６：４０～１６：５０  各グループのワーク内容を共有 １グループあたり発表＝２分 

（※勉強会については、その目的やイメージも合わせて説明する） 

【交流会】 

・今更…聞きにくいことを聴けて、その場で回答を得られ有意義な場⇒研修部会の時間が延長さ

れるので、情報交換の場を設けてもらいたい。 

・日頃抱えているジレンマを同業者に相談できて、解決できなくても共有できヒントが得られる

⇒相談支援専門員としての引出しを増やす場にしていきたい。 

 

【事例検討】 

 ≪感想≫ 

・回を重ねるごとに精度が up。場数を踏むことで、質問や発言がしやすくなった。 

・アセスメント視点等の引き出しが多くなった。⇒人を捉える時に捉え方：成育歴とか。どこに

時間をかけて、力を抜きやすい：むしろ力を抜く点、役割分担など。 

≪今後≫ 

・事例検討をした後の振り返り(事例検討で活かした点、その結果等)までできると良い。 

第１号様式 



・研修での地域資源の使い方は、職場に持ち帰り他職員と共有をした。→保土ケ谷区の社会資源

マップ。障害者別のｲﾝﾌｫｰﾏﾙ・ﾌｫｰﾏﾙ（知的・身障・精神）一覧表が作成できると良い。 

・他部会（精神ネット合同開催することで、多職種や現場職員との交流と視点共有を図りたい。 

・事例に内容により、kitty 保土ケ谷 ver 若しくは野中式でも良いと思われる。 

 

【勉強会】 

≪感想≫ 

・基本的な事が知れて良かった。いつか活用できるストックの、場としたい。 

≪今後≫ 

・情報を他事業所と共有をしたい。⇒・実地調査に対応できる記載の仕方、留意点の共有。・取

るべき加算等を一覧にして一緒に確認をしていくことで、安定した事業所運営につなげた

い。・計画書・モニタリングの記載の仕方、本人の想いを聴き出して書面にする流れ等。 

・虐待に関すること。⇒児童は虐待について通報義務があるが、実際の生活場面ではどう判断、

認定するのか。その後の展開について。逆に訴えられるリスクもあり、マニュアルの共有等し

たい。・警察・行政・弁護士等の専門家に判断を仰ぐようになると思うが、事例等を共有した

い。切り口や関わり方の知識の一部を持ちたい。 

・ひきこもりの方を支援について⇒→本人の意志や同意が得られにくく、計画に結び付きづらい

現実はあるが、動き方・介入の仕方について、事例を通じて知りたい。 

・後見人について⇒初めの関りから、一連の流れ・同時進行で勧めるべき事柄、注意点等が手取

り足取り記載されており、即戦力となる資料で大変助かっている。・今後も役割分担の仕方な

ど、実際に対応した事例を元に知り、模擬体験がしたい。 

・意思決定支援について⇒特に重度で非言語表現のある方の本音、ニーズ、意見表出を汲み取る

ことは難しく、キーパーソンである親の意見になりがち。聴き取り方やレベル感を理解するコ

ツ、本人にご理解得れるような伝え方のロールプレイができれば。 

・世帯支援の関わり方。8050 案件について、知識を深め、支援につなげたい。 

・高次機能障害についてやってほしい⇒・出会う機会が増えた。家族へのサポート等知りたい。 

・水災害における個別避難計画書作成の仕方 

・権利擁護・虐待防止等の必須研修を実施してほしい。⇒研修に参加しやすくなる。・後見人は

医療の同意を得られない。後見人制度が使いやすくなるが、より具体的なイメージしやすいよう

に事例を元に知りたい。 

・二次相談支援事業所の活用の仕方について⇒基幹相談支援センターと二次相談支援事業所の使

い分け方とそのメリットを事例通じて知りたい。 

 

≪スキルアップ≫ 

・サービスについての理解を深めたい。併用可否等、サービス等知っておくと良いこと。 

・支援者への研修⇒ヘルパーさん等へ短い時間での伝え方。支援方法を知る機会・介入の仕方に 

ついて。 

・過去の相談部会でやっていたように、プランを持ち寄って、お互いにお互いのプランについて

見比べながら意見交換できる機会がほしい。 

 

≪その他≫ 

・児童の計画相談導入は、1/10 程度。メリットを広めて家族の負担軽減につながると良い。 

・スケジュールに空白月があると、臨時で入れやすいと思うので賛成。 



・一人相談事業所が困難ケースを抱え負担にならないよう、部会で何かの対策ができると良い。 

・事前に議題の連絡や、リマインド等メールがあり、参加意欲が増します。 

・出席できない事業所の課題を、部会で吸い上げていけると良い。 

・事務局のシステムが代わり、事務局の企画力があがり、参加者が発散する場が増えて参加率が

あがった。準備に大変時間を要しており、多謝。 

 

３．各事業所からの情報提供（16：5０～1６：５５） 

・【計画相談の実施状況】R5.1月（1 月主任連絡会） ※カッコ内は R5.4月との比較 
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議 事 

 

※その他の R5.4月からの毎月実績データ（保土ヶ谷区）は、 

相談部会ふりかえり資料の中にありますので、ご参照ください。 

・ゆめ計画相談：R6年 2月から兼任 2名体制となります。 

・2月 29 日の自立支援協議会の担当者会議があり、相談部会も地域生活支援拠点整備 

計画に沿って年間計画を立てています。 

 

４．閉会あいさつ（16：5５～1７：００）  部会長 

・R6年 4 月報酬改定があり、計画相談の基本部分で対応していた点が加算で算定できま

す。しかし日中の生活介護では時間縛りとなり病院のデイケアのような算定と介護保

険に近いシステムなってきました。令和６年度障害福祉サービス等報酬改定に伴う意

見については、3 月 6 日迄意見を募集しているので、ぜひパブリックコメントに意見

を出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次回の相談支援部会 

日時：令和６年４月２６日（金）1６:００－１７：３０  

スタート時間 お間違え無く！ 

会場：地域活動ホームゆめ（2階食堂） ※4月のみ 

    

内容：交流会 

 

※令和 6 年度は、4 月期定例会を除き、会場は保土ヶ谷区役所・地下会議室

を予定しています。駐車場に停める方は、区の方で駐車券は発行可能です。 

閉会後に、区役所別館（高齢・障害支援課）まで打刻に来てください、との

ことです。  


